
 

 

 

 

 

 

日時：2014年１０月３日（金）１３：３０～１６：３０ 

会場：市民交流センターひがしよどがわ（地図は裏面） 

 

厚生労働省は、精神科病棟の一部をグループホームなど

の「居住系施設」に転換しようとしています。病棟の看

板を書き換えることで、医療施設から福祉施設に転換

させ、統計上の精神科病床数、入院患者数を減らそう

としているのです。 

６月２６日に東京で開催された「緊急集会」には、 

全国から当事者、家族、関係者等３２００人が集い、 

「病棟転換型居住系施設」に反対する意思を表明し、 

厚生労働省への申し入れを行いました。集会以後、地方紙 

の社説でこの問題が取り上げられるようになってきています。 

ここ大阪において、改めてこの問題について当事者たちの意見を聞きながら共に考え、意見表明

することが重要です！皆さん、お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。 

 

基調講演「病棟転換型居住系施設の本質と問題点」 

長谷川利夫氏（杏林大学教授、病棟転換型居住系施設について考える会呼びかけ人） 

大阪からの報告 山本深雪氏（大阪精神障害者連絡会･NPO 大阪精神医療人権センター） 

辻井誠人氏（大阪人間科学大学教授） 

リレートーク  長期入院体験者・家族・関係者の思い 

参加費：無料 参加申込は不要です 

  

■主催「病棟転換型居住系施設について考える会・大阪」実行委員会（下記４団体） 

大阪精神障害者連絡会（ぼちぼちクラブ）/公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会（大家連） 

ＮＰＯ法人全国精神障害者地域生活支援協議会（あみ）/ＮＰＯ大阪精神医療人権センター 

■後援

社会福祉法人精神障害者社会復帰促進協会（ふっききょう）/大阪障害フォーラム（ＯＤＦ） 

 

■お問い合わせ       

ＮＰＯ大阪精神医療人権センター TEL０６-６３１３-0056/FAX０６-６３１３-００５８ 

大阪府精神障害者家族会連合会（大家連） TEL０６-６９４１−５７９７ 

6 月 26 日東京での集会の様子。 

「STOP 病棟転換型居住系施設」を掲げて。 

「病棟転換型居住系施設」 

について考える会・大阪  



会場：市民交流センターひがしよどがわ 講堂 

大阪市東淀川区西淡路 1-4-18  

TEL 06-6321-3816 

 

ＪＲ新大阪駅から（徒歩 10分） 

① 改札を出て左手方向にある「東出口 

(西淡路方面)」の階段をおりる。 

（エレベーター をご利用の方は、「東出口 

（東中島方面）」階段横のエレベーターで 

おりて、駅の下をくぐり抜けてください。）  

②専門学校を右手に見ながら直進。 

③公園手前を右に曲がった先が会場です。  

地下鉄「新大阪駅」から（徒歩 15 分） 

ホーム中央Ｃ階段を下り、５号出口から 

JR 新大阪駅東出口を目指してください。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------ 

プログラム 

 

■あいさつ 

 

■基調講演「病棟転換型居住系施設の本質と問題点」 

 長谷川利夫氏（杏林大学教授、病棟転換型居住系施設について考える会呼びかけ人） 

 

■報告１「大阪での入院中の精神障害者の権利擁護活動」 

山本深雪氏（大阪精神障害者連絡会・NPO 大阪精神医療人権センター） 

 

■報告２「退院することについて～地域移行支援の原点を振り返る」 

辻井誠人氏（大阪人間科学大学教授） 

 

■リレートーク ～長期入院体験者・家族・関係者の思い ～ 

・長期入院体験者の声  

・障害者の自立と完全参加をめざす大阪連絡会議（障大連） 

・障害者（児）を守る全大阪連絡協議会（障連協） 

・公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会（大家連）   

・大阪精神保健福祉士協会 

・全国精神医療労働組合協議会 

・きょうされん大阪支部 

・ＮＰＯ法人全国精神障害者地域生活支援協議会（あみ） 

・一般財団法人大阪府人権協会 

・大阪弁護士会 高齢者・障害者総合支援センター運営委員会精神保健部会  


